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様式３ 

北大阪急行電鉄株式会社に対する業務監査の実施結果 

 項  目 主な取組み状況等 所  見 所見に対する回答 

１．運賃等に関する事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・平成９年４月に運賃改定。１区（～

2km）８０円、２区（～4km）１１０

円、３区（～6km）１２０円。最長、

千里中央～江坂間（5.9km）１２０

円。 

・全駅に運賃表、時刻表を掲示。営

業規則等関係規程類についても、全

駅に常備している。 

 

 

・共通乗車券（連絡運輸）は、大阪

市交通局の地下鉄全線と普通、回

数、団体、通勤・通学定期、特別割

引において実施している。 

・乗継割引は、大阪市交通局御堂筋

線との間において導入している。対

象は双方の 1区で一事業者あたり１

０円引きとなっている。 

・ＩＣカード（ＳＴＡＣＩＡＰｉＴ

ａＰａ）を使用した、乗継割引（Ｓ

ＴＡＣＩＡポイントの進呈）を導入

している。 

・企画乗車券は、現在自社独自商品

ではないが「ＯＳＡＫＡ海遊きっ

ぷ」、「北急・モノレール京都おで

・運賃に関する手続きについては

法令等に基づき適正に行われて

いる。 

 

 

・運賃表の駅名表示が若干小さい

と思われるところがあり、表示ス

ペースの制約もあると考えられ

るが、今後の更新等の時期にあわ

せた検討を行うことが望まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今後も鉄道事業法等の関係法令ならび

に通達に基づき、適正に実施してまいり

ます。 

 

 

・更新時等のタイミングにおいて、限ら

れた表示スペースの中でお客様にとっ

てより見やすい運賃表となるよう、検討

いたします。 
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かけきっぷ」、「奈良・斑鳩１ｄａ

ｙチケット」、「せんとくん平城京

１日電車乗車券」、「高野山１Ｄay

チケット」を発売している。 

・沿線に観光ルートがないことか

ら、他社線の企画乗車券を発売し、

自社→他社への流動ルートを積極

的に行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・磁気式乗車券は、平成７年１２月

より「レジオンカード」を導入し、

平成８年３月から共通ＳＦカード

として共同利用開始している。 

・ＩＣ乗車券（PiTaPa）は、平成１

８年２月より導入している。また、

同年７月からは、ＩＣ定期券サービ

スも導入している。 

・自動券売機の設置台数は最低２台

以上とし、多機能券売機は各コーナ

ーに１台以上整備するようにして

いる。また、精算機は各コーナー１

台以上としている。 

 

 

 

 

・自社→他社への流動ルートを取

り入れるなどの発想は大いに評

価できる。今後も他社との連携を

図った利用促進策の検討が期待

される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・前回の監査以降、新たに発売した企画

乗車券として、平成２１年度には「高野

山 1day チケット」、平成２２年度「北

急・モノレール京都おでかけきっぷ」

「せんとくん平城京電車 1 日乗車券」、

平成２３年度には「古代ロマン飛鳥日帰

りきっぷ」の乗車券を発売いたしまし

た。 

・引き続き、他社局と積極的に連携する

ことにより、当社線の需要喚起となるよ

うな企画乗車券の発売について検討し

てまいります。 
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・平成２３年４月に「駅務機器遠隔

監視システム」を導入、遠隔監視装

置を用い、駅務機器を監視、制御で

きる仕組みを構築している。 

・運賃誤収受、誤表示については、

平成１９年にプログラム設定ミス

３件、つり銭誤払い１件が発生して

以降、チェック体制の見直しと徹底

実施の結果、運賃誤収受、誤表示は

発生していない。また、全ての自動

券売機並びに精算機に「誤充填防止

機能」を導入し、再発防止の強化を

行っている。 

 

 

 

 

 

 

・前回の監査以降、運賃誤収受、

誤表示が発生していないことは、

チェック体制の見直しと徹底実

施を行った結果であることは評

価できる。また、全ての自動券売

機並びに精算機に、「誤充填防止

機能」を取り入れたことは、万が

一のヒューマンエラーをカバー

するという観点から評価できる

ものであり、更なる再発防止の強

化を行うことが期待される。 

 

 

 

 

・今後も、更なる再発防止の強化を行

い、運賃の適正な収受に努めてまいり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

２．情報提供に関する事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自社ホームページを開設し、運賃、

列車時刻表、駅施設情報等の基本的事

項から、鉄道安全報告書の掲出等の情

報提供を行っている。 

 

 

 

 

 

 

・実証実験中ではあるが、千里中央

駅において、デジタルサイネージ

（電子看板）による情報提供を行っ

ている。 

・概ねガイドラインに沿った情報

提供が行われている。運賃につい

ては、連絡運輸を行っている大阪

市交通局の路線図もあわせて情

報提供しており、利用者にとって

わかりやすいと考えられる。今後

は、ホームページにおいて駅構内

の案内図などの各種情報を掲出

するなど、情報の充実が期待され

る。 

・デジタルサイネージによる乗り

継ぎ等の案内サービスは、利用者

にとって大変便利なものであり、

実証実験が終了した後も積極的

・平成２１年８月に、弊社ホームページ

上に各駅構内図を掲出いたしましたが、

今後もホームページを活用したお客様

への情報提供のあり方について検討し

てまいります。 

 

 

 

 

 

・デジタルサイネージによる乗継案内の

導入については、今後、関係各所と調整

し本格導入の是非について検討を行っ

てまいります。 
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・運行遅延についてのリアルタイムな

情報提供は行っていない。 

 

 

 

な導入を検討されることが期待

される。 

・運行情報の提供は、利用者にと

って大変有意義なものであるた

め、相互直通運転を実施している

大阪市交通局との調整等課題も

あるが、導入に向けての検討が望

まれる。また、ホームページにお

いてもリアルタイムな運行情報

の提供が行えるよう検討するこ

とが望まれる。 

 

 

・リアルタイムな運行情報の提供等を含

め、ホームページにおける情報提供の在

り方については、さらに検討を進めてま

いります。 

 

 

 

 

３．案内情報に関する事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・全駅にＬＥＤの行先案内表示器及

び列車接近放送装置を設置してい

る。 

・ターミナル駅である千里中央駅で

は、大阪高速鉄道との乗換案内表示

をはじめ、複合施設と一体となった

案内表示を行っている。平成２０年

春には案内看板更新時にガイドラ

インに基づくピクトグラムならび

に４カ国語表記を取り入れた。 

・ピクトグラムを使った案内は、ガ

イドラインに基づいた表示で作成

している。また今後の製作・更新時

においても同様に行っていく方針

である。 

 

 

 

 

 

 

・ターミナル駅である千里中央駅

で、周辺施設と一体となった表示を

行っていることは評価できる。な

お、改札階から大阪高速鉄道へ乗り

換えのためエレベーターを利用す

る場合の案内表示の設置について、

施設側との調整が望まれる。 

・各駅においてピクトグラムが統一

されており、利用者にとってわかり

やすいものとなっている。また、外

国人利用者の増加も見込まれる今、

一部の駅で実施されている多言語

表記について今後の検討が期待さ

れる。 

 

 

 

 

・千里中央駅においてエレベーターを利用

し、改札階から大阪高速鉄道へ乗り換える

場合の案内表示については、施設側と調

整し、早急に実施いたします。 

 

 

 

・当社では、順次４か国語表記を実施して

おり、平成２２年４月の桃山台北改札口設

置工事の際には４か国語表記による案内

表示を行っております。 

・今後も案内表示板の更新時期等をとらえ

４か国語表記を実施してまいります。 
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・車内放送では、自動放送により、

行き先、停車駅、乗換等の案内放送

を実施しており、列車遅延発生時や

輸送障害の発生時等には、必要に応

じて車掌が「車掌告知用語集」等に

基づき案内放送を実施している。ま

た、計画並びに協力要請に基づき、

車掌がテロ対策及びマナー啓発等

を実施している。 

・駅構内における案内放送では、列

車遅延や輸送障害発生時等におけ

る情報提供を、運転指令より一斉放

送を行うこととしている。また、放

送先を選択することも可能であり、

各駅の状況をモニターにより確認

し必要な案内を行うこととしてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．バリアフリー対策に関 

 する事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・段差解消等への対応等ワンルート

の確保は、千里中央、緑地公園、桃

山台の全駅で達成済みとなってい

る。 

・視覚障害者用に対する点字表示、

誘導用ブロックは全駅に設置してい

る。 

・平成２２年４月、桃山台駅に点字

の駅構内図を作成している。 

・全車両に車いすスペースを確保し

ている。 

・バリアフリー設備に関する情報提

・バリアフリー対策には積極的に取

り組んでおり、全駅バリアフリー化

となったことについて大いに評価

できる。 

・今後は、音声による案内の実施に

ついて検討することが望まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今後、他社事例を参考に、検討を進め

てまいります。 
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供については、「らくらくおでかけ

ネット」に情報提供しており、自社

ホームページでも施設・整備一覧と

して情報提供している。 

・ハンドル形電動車いすについて

は、「ハンドル形電動車いす交付証

明書」または「補装具交付決定通知

書」を提示のうえ、利用可としてい

る。ただし、エレベーターに納まら

ないサイズのものは利用できない

ことがある。 

・車両とホームの間隔について、平

成２４年３月千里中央駅１番線ホ

ーム北端部に「櫛状ゴム」を設置し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．乗継利便等に関する事 

項 

 

 

 

・大阪高速鉄道との乗換駅である千里

中央駅では、ホームの床面に案内表示

を貼り付け誘導を行っているととも

に、各改札口においても案内表示を行

っている。 

・乗換導線表示については、積極的

な取り組みであると評価できる。今

後は車いす利用者の乗り継ぎの利

便向上について検討が望まれる。 

 

・車いすご利用のお客様に対する乗換案

内表示につきましては、施設側と調整し

早急に実施いたします。 

 

 

６．輸送障害時の旅客対応 

 に関する事項 

 

 

 

 

 

 

 

・事故等輸送障害時に備え、「緊急

事態対策規程」「運転取扱心得」

「鉄道部運輸課内規」「重大事故対

応マニュアル」を定め対応を行って

いる。 

・利用者への案内方法について、車

内では車掌が運転指令からの誘導

無線の情報により「車掌告知用語

集」に基づき避難誘導・案内放送を、

・大規模災害等発生時に考えられる

帰宅困難者への対応について、積極

的に対策を検討することが期待さ

れる。 

 

・輸送障害発生時の情報提供は利用

者に対する最も重要なことであり、

今後もスピーディーできめ細かい

情報提供に努められたい。 

・当社では「帰宅困難者対応マニュアル」

により基本的な対応方を定めておりま

すが、今後も対応、対策の充実に努めて

まいります。 

 

・輸送障害発生時、車内では車掌が運転指

令からの情報により適宜案内放送を実施し

ているほか、各駅においては運転指令から

の一斉放送等により情報提供を行っており
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駅構内では誘導無線モニターなら

びに業務放送による情報を各駅の

構内放送及び運転指令から各駅一

斉放送装置により避難誘導・案内放

送を行っている。 

・振替輸送については、「振替輸送

取扱規程」を定め大阪市交通局・阪

急・京阪・大阪高速鉄道に依頼する

ことで対応している。また、自社と

大阪市交通局の列車が運行不能と

なった場合は阪急バスと振替輸送

を行っている。 

・遅延証明は概ね１０分程度の遅延

を目安としており、各駅改札口及び

駅務室にて旅客の申し出により発

行している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ます。 

・今後もお客様に安心してご利用いただけ

るよう、放送内容等の充実を図ってまいりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．災害対応等危機管理に 

 関する事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・災害発生時等に備え「緊急事態対

策規程」、「緊急事態対策規程細

則」、「運転取扱心得」、「運輸課

内規」、「重大事故対応マニュアル」

「駅営業関係取扱内規」を整備して

おり、それに基づいた教育・訓練が

実施されている。また、社内の連絡

体制及び警察、消防等関係機関への

通報、連絡体制が確立されている。 

・旅客の避難誘導体制は、「列車火

災発生時の取扱」の規程により、列

車から旅客の避難誘導要領を定め

・災害発生時において適切な行動

が行えるよう、計画的かつ継続的

な教育・訓練を実施していること

は評価できる。今後、駅構内にお

ける避難・誘導については、図上

訓練だけでなく、実地訓練も出来

るようさらに工夫することが期

待される。 

 

 

 

 

・当社では、災害発生時において適切な

対応ができるよう、各種訓練を実施して

おり、千里中央駅では年 1 回、消防や警

察、施設管理者等と共同の総合防災訓練

において避難誘導訓練を実施している

ほか、本年 7 月には鉄道部各課の合同訓

練として、大規模地震発生時における避

難誘導訓練を実施いたしました。 

・今後も、大規模災害を想定した避難、

誘導訓練（実地訓練）の充実を図ってま

いります。 
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ている。 

・防災訓練は、関係機関と合同によ

る訓練を年１回実施している。 

 

 

 

・大規模災害時における関係機関と

の連携は必要不可欠であり、今後訓

練によってより一層の連携を深め

ることが期待される。 

 

 

・訓練による関係機関との連携について

は、前述の通り千里中央駅で年 1 回、消

防や警察、施設管理者等と共同で総合防

災訓練を実施しているほか、平成２４年

１月には、大阪府主催の「大阪府市町村

防災訓練」に参加いたしました。 

・今後も、こうした訓練に積極的に参加

し関係機関との連携強化に努めてまい

ります。 

８．利用者からの意見等へ 

 の対応 

 

 

 

・利用者からの意見・要望等について

は、担当部署において「ご意見・苦情

報告書」を作成し、関係部署から経営

トップに至るまで情報の共有化が行

われている。 

 

・利用者からの意見・要望等につい

ては十分な分析・検討がなされてお

り、さらなる良質なサービスの提供

が期待される。 

 

・今後は、電子メールによる利用者

からの意見に対しても、自社ホーム

ページ等で対応可能となるよう整

備されることが期待される。 

 

・お客様からのご意見、ご要望について

は真摯に受け止め、今後も改善できる点

については早急に対応し、さらなるサー

ビスアップにつなげてまいります。 

 

・自社ホームページによる、お客様のご

意見への対応方については、さらに検討

を進めてまいります。 

 

９．運輸に関する業務に従 

事する係員に関する事項 

 

 

 

 

 

 

・前回の監査以降、不祥事の発生はな

い。 

・指揮命令系統を定めている。 

・年間業務計画を策定し、その計画に

基づき集団教育や懇談を行うととも

に、外部講師による接遇研修も実施し

ている。 

 

・前回の監査以降、不祥事が発生し

ていないことは、評価できる。不祥

事の発生は、会社全体、強いては鉄

道業界全体の信用を損なうことに

なるため、引き続き不祥事の発生防

止には徹底的に取り組まれたい。 

 

 

・当社では、不祥事の防止策として「コ

ンプライアンス・チェックカード」の配

布や教育等を実施しておりますが、今後

もこうした事態が発生しないよう、教育

や懇談指導等の充実を図ってまいりま

す。 
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10．その他のサービスに関

する事項 

(1)携帯電話の取扱い 

 

 

 

 

 

(2)優先座席の取扱い 

 

 

 

(3)受動喫煙防止対策 

 

 

 

(4)暴力行為、迷惑行為へ

の対応 

 

 

 

 

 

 

 

(5)女 性 専 用 車 両 に つ い

て  

 

 

 

 

・車内においては、優先座席付近電源

オフ、それ以外はマナーモードに設定

のうえ通話はご遠慮いただくように

し、ステッカー及び車内自動放送によ

り案内を行っている。 

 

・各車両の一部座席を優先座席とし、

ステッカーおよび車内放送により案

内を行っている。 

 

・ステッカー及び駅放送により案内を

行っている。また、駅構内は全面禁煙

とし、構外の灰皿も撤去している。 

 

・暴力行為は、係員による仲裁等の初

期対応後、迷惑行為は被害者に１１０

番通報の是非について確認後、１１０

番通報を行い警察の対応に委ねてい

る。また、暴力行為、迷惑行為に対す

る対応方法については「管理者向け暴

力行為災害防止マニュアル」を管理者

に配布し、教育・周知を行っている。 

 

･車両 1両を終日女性専用車両とし、

該当車両の外面にステッカーを貼

付するとともに、車内自動放送によ

り案内を行っている。 
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(6)ベ ビ ー カ ー 対 応  

 

 

 

(7)身 体 障 が い 者 補 助 犬

法 へ の 対 応  

 

 

 

(8)トイレットペーパーの

設置 

 

 

 

(9)駅付近駐輪場について 

 

 

(10)待合所について 

 

 

 

 

(11)総合案内所について 

 

 

(12) Ａ Ｅ Ｄ の 設 置 状 況

に つ い て  

 

他の迷惑にならないよう、旅客の自

己責任のもとでの使用をお願いし

ている。 

 

身体障がい者補助犬は無料手回り

品と定め、身体障がい者の方が補助

犬を伴って乗車する場合は単独乗

車と同様の扱いとしている。 

 

・各駅のトイレにトイレットペーパー

を設置している。また、ティッシュペ

ーパーの自動販売機を入口付近に設

置している。 

 

・駅周辺には自社所有地がないため土

地の提供は行っていない。 

 

・桃山台、緑地公園の２駅には暑さ寒

さ対策として設置している。千里中央

駅は地下駅構造のため設置していな

い。 

 

・千里中央駅駅長室内に設置してい

る。 

 

・全駅に設置している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


